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１． はじめに 

 高分解能 SAR 画像を利用した特徴変化抽出技術が注目

されている．SAR 画像は光学画像と比較して方位分解能

が劣るが，複素画像であるため位相情報の利用が可能で

ある．特徴抽出法の一つとして，同一領域の複数回観測

に基づく CCD(Coherent Change Detection)法が提案されてい

る[1]．しかし従来の CCD 法は，コヒーレンス関数の絶対

値に基づいた対数変換を用いており，わずかな画像変化

に対する検出性能が不十分である．本稿では，同評価値

の位相情報を含めた複素対数変換を導入する手法を提案

し，同手法の変化抽出性能を実験データにより評価する． 

2 ．従来の変化抽出指標 

 同一領域に対する変化前および後の SAR 画像を
1s と

2s

で表わす．このとき，二つの SAR 画像間のコヒーレンス

関数 γは次式で定義される． 
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ここに，*は複素共役であり，K はコヒーレンス推定の

ための窓関数の大きさであり，L=(K-1)/2 である．図１に

窓関数の例を示す． 0 1  である． 1  のとき，窓関

数内の
1s と

2s は相関が高く，特徴変化は小さい．一方

0  のとき，同変化は大きい．従来の変化抽出指標とし

て次式に示す Fisher のｚ変換がある[2]． 
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 この変換は  を正規分布へ近似する変換である．本指

標はγの絶対値のみを利用するため，僅かな画像変化に

対する感度が不十分である． 

 
図 1  コヒーレンスによる変化情報の抽出過程 

3．複素対数変換を用いた変化抽出指標  

 上記問題を解決するため，γに対する新しい抽出指標を

次式で導入する． 
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 )exp(A θγ j としたとき，式(3)は 
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となり位相情報θを考慮した変化抽出が可能である．以下

これを複素対数変換と呼ぶ．式(4)はθ=0 で式(2)と等価と

なり，また πθ で変化が増幅される． 

4．実験データを用いた性能評価 

 図 2 の(a),(b)に右反面にタイヤ痕をつけた変化前および

変化後の光学画像を示す．中心周波数 33GHz，分解能

1cm のミリ波帯レーダによる SAR 画像を用いる．K＝11

とする．図 3 に各抽出指標による検出確率 PD と誤警報確

率 PN の結果を示す．観測領域は約 80cm×80cm である．

誤警報確率 PN の最小値が 10-4 であるのは画像サンプル数

が 30000 ピクセルであることに起因する．提案指標βは，

従来指標αと比べて特にクロス偏波での CCD において高

い変化抽出性能を示す． これは提案手法がγの位相情報

も利用することによる． 

     
(a)光学画像-変化前       (b)光学画像-変化後 

図 2  実験の画像比較 
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(a)VV 偏波        (b) VH 偏波 

図 3 検出性能比較(1 シーン 2 偏波) 
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